
令和７年度地域学校協働活動の推進に係る調査概要

埼玉県教育委員会では、地域住民等の参画を得て取り組む地域学校協働活動を推進し、学校と地域が一体となって子供たちの健やかな育成を
図っており、「学校応援団」や「放課後子供教室」等における調査を実施。

「地域で子供を育てる意識が向上した」と
回答した小・中学校

67.7％

埼玉県５か年計画～日本一暮らしやすい埼玉へ～（R4～R8）指標項目

第４期埼玉県教育振興基本計画（R６～R10）指標項目

10.4ポイント低下

小学校 673校

中学校 346校

義務教育学校 4校

学校応援団（学校における多様な協働活動）

【調査内容】
調査基準日：令和8年3月31日
調査対象：さいたま市を除く県内すべての市町村（「学校応援団」調査については市町村立小・中・義務教育学校）
調査方法：市町村教育委員会を通じ、調査依頼を発出

回答はオンラインによる調査により回収

放課後子供教室

実施
市町村 53市町村

実施教室 468教室

対象学校 505校

土曜日の教育支援 中学生学力アップ教室

※「学校応援団」調査による

実施
市町村 15市町村

実施教室 163教室

対象学校 225校

実施
市町村 19市町村

実施教室 122教室

対象学校 103校

地域学校協働活動推進員等の人数

※地域学校協働活動推進員、学校応援団・放課後子供教室・
中学生学力アップ教室に係るコーディネーター等の延べ人数

ボランティアの人数

8,689人
放課後子供教室学校応援団

108,748人
6,294人増 728人増

3,111人
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